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山中教授の発見により、ES細胞に代わりiPS
細胞を用いた再生医療の研究が加速している。
iPS細胞を効率的で安全に樹立する努力が続け
られているが、医療への応用はまだ実現していな
い。iPS細胞をより深く理解することが、医療に
用いるためのブレイクスルーを生み出すためには
不可欠である。

核内には多様なncRNAが存在する
私たちはシーケンサーを用いた4種類の技術
により、iPSおよびES細胞の網羅的な発現
解析を行い、核により多くのncRNAが存在す
ることを明らかにした。

多くのncRNAは幹細胞で特異的に発現している
他の細胞との比較により、マウスで8873個、
ヒトで3042個の、これまでに報告されていな
い幹細胞特異的なncRNAを発見した。

LTRから転写されるncRNAが多能性に関与することが示唆される
私たちは多数のncRNAの転
写開始点がLTR上に存在する
ことを明らかにした。更に、そ
の一部がエンハンサーとして働
くことおよびiPSの多能性に関
与することが示唆された。

本研究は、iPS 細胞に特異的なnon-coding 
RNA (ncRNA)、およびiPSの樹立や分化に関
わるncRNAを見つけることを目的とする。このよ
うなncRNAはmiRNAを除いてほとんど見つかっ
ておらず、また網羅的な研究も行われていない。
この点がコーディング遺伝子をターゲットとする他
の研究と大きく異なる。
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私たちが新たに発見した多能性細胞特異的
なncRNAの機能が解明されれば、より効率
的で安全なiPS細胞の構築に貢献すると思
われる。今後、このようなncRNAの利用が、

個別化医療、再生医療の発展に貢献してい
くであろう。
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a. 発現解析で用いた３種類のテクノロジーとターゲット b.幹細
胞と分化した細胞における核(Nu)と細胞質(Cy)のncRNAの
存在比率。核だけで検出されるncRNAが半数を占める。

c. 幹細胞で発現する遺伝子のアノテーション。
S: sense、AS: antisense。

d. アノテーションされて
いない ncRNAにおけ
る、各種リピートエレメン
トの存在比率。
e. ncRNAをノックダウン
した場合の幹細胞マー
カーの発現変動。


